



















MOOC(Massive Open Online Course)に見られるようにインターネットを介したメディア
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表 1 授業スタイルの分類 
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表 2 実験１のアンケート結果 
Q1 聞き取り易さについて 
 (a)現状 
担当教員 7 人 
(b)仮定 
上手な人 6 人 
どちらでもない 3 人 どちらでもない 4 人 
音声合成 3 人 高性能な音声合成 3 人 
Q2 理解しやすさについて 
 (a)現状 
担当教員 5 人 
(b)仮定 
上手な人 6 人 
どちらでもない 6 人 どちらでもない 5 人 
音声合成 2 人 高性能な音声合成 2 人 
Q3 親しみやすさについて 
人間 9 人 
どちらともいえない 3 人 
音声合成 1 人 
Q4 大学の講義として適していると思
うか？ 
はい 7 人 
どちらとも言えない 4 人 
いいえ 2 人 
Q5 音声合成の講義は(直観的に)好き
か・嫌いか？ 
好き 6 人 
どちらとも言えない 3 人 
嫌い 4 人 
Q6 自由記述 
 ポジティブコメント 
























速 (図 1-右図④)とピッチ(図 1-右図⑤)を調整できる．また，その他の機能として，音声合
成で用いた説明を文字で表示する機能，追加説明を付与できる機能(図 1-右図⑦)があるが，
今回の論文では評価対象外である． 



























図 1 実験１の操作画面 
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表 3  実験２のアンケート結果 
Q1 説明原稿と声の違和感 
男性用原稿に女性の声の講義に違和感なし 8 人 
男性用原稿に女性の声の講義で違和感あり 2 人 
どちらの声の講義にも違和感あり 3 人 




全く適していない(評価点 1) 1 人 
評価点 
平均 2.82 
適していない(評価点 2) 9 人 
どちらとも言えない(評価点 3) 6 人 
適している(評価点 4) 5 人 
大変適している(評価点 5) 1 人 
Q3 休日に開催される補講とオンライン
講義のどちらが良いか？ 
メディア講義が良い 12 人 





メディア講義を是とするグループ 評価点 3.3 
補講を是とするグループ 評価点 2.2 
集計 2 
理系(理工学部 3 年生) 評価点 2.8 
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表を用いて説明する(表 4)．まず，実験結果を見ると，特徴的な部分として，16 人中 2 人







表 4 メディア講義の有用性 
Q1 メディア講義は課題
解 決 に 役 立 っ た
か？ 
全く役に立たなかった(評価点 1) 1 人 
評価点 
平均 4.44 
役に立たなかった(評価点 2) 1 人 
どちらとも言えない(評価点 3) 0 人 
役に立った(評価点 4) 2 人 
大変役に立った(評価点 5) 12 人 
Q2 課題を解くのにどち
らが有益か 
教室での実演講義 3 人 
どちらとも言えない 7 人 




全くそう思わない(評価点 1) 1 人 
評価点 
平均 2.5 
そう思わない(評価点 2) 8 人 
どちらとも言えない(評価点 3) 2 人 
そう思う(評価点 4) 3 人 




教員の肉声 9 人 
どちらとも言えない 0 人 
















実験 3 を振り返ると図 2 のようにまとめることができる．当初は既に作成済のコンテンツ
で実施されるメディア講義を個人適応することでより学びやすくすることを狙った．そし
て，実験 1 と実験 2 では，メディア講義は面接授業の代用の位置づけで導入したため大き


























表 5 オンデマンド講義における肉声と音声合成の適用可能性の比較 
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